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＜2030 年の SDGs 達成に向けた経営方針等＞ 

1.会社方針 

「断熱と遮熱」の違いを明文化した共有を図ります。 

遮熱技術がエンドユーザーのあらゆる建築体から、結露によるカビ発症化リスク低減を図ります。 

遮熱技術がエンドユーザーのあらゆる建築体、畜舎等電気料ゼロで木陰の空間を提供します。 

遮熱技術があらゆる移動体（自動車・列車・船舶等）の室内を電気料ゼロで木陰の空間を提供します。 

2.SDGｓ達成方針と目指す姿 

経営理念の「遮熱技術で過度な空調に頼らぬ環境を創る」ことを会社一丸となり取組むことで、SDGｓ達成

に向け貢献いたします。 

 

＜SDGs 達成に向けての重点的な取組み及び指標＞ 

三側面 SDGs に関する重点的な取組み 
指標 

（更新時に向けた数値目標） 

環境 

社会 

☐経済 

有償型省エネシュミレーション提起（年間使用電気料

削減量・CO2排出量削減量を書面提起）で遮熱化投

資が早期に減価償却可能であることを立証する 

各年度 

1 件/月通期 12 件 

環境 

☐社会 

経済 

遮熱体感実施により、電気料ゼロで木陰の環境形成

が実現可能であることの理解を得る 

各年度 

1 件/月通期 12 件 

☐環境 

☐社会 

経済 

before非遮熱・after遮熱の見える化で顧客満足度を

高める 

各年度 

1 件/月通期 12 件 

 
＜ＳＤＧｓ達成に向けてのパートナーシップ＞ 

・鹿児島市環境保全課（GOK鹿児島市環境管理事業所第835-1号） 

・NPO法人エコサポートTGAL 

上記団体と連携しつつ鹿児島市、鹿児島県、九州県内外の企業・団体へ遮熱技術のサービス、提起訴求を図り地域

経済・社会のボトムアップの発展に貢献いたします。 

 
・ 「SDGs に関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて，重点的な取組みを記
載してください。なお，取組みが複数の分野に該当する場合は，それぞれの分野にチェックを入れてくださ
い。 

・ 「指標（更新時に向けた数値目標）」には，それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に，更新
時までの数値目標を記載してください。 
・ 「パートナーシップ」には，企業や NPO法人，行政など関係機関との連携があれば記載してください。 
 
○ SDGs に関する重点的な取組み及び指標に係る進捗状況（※更新の場合のみ。） 
       登録状況：第 期登録（登録年月日：    年  月  日） 

＜SDGs に関する重点的な取組み状況，前期の指標及び実績＞ 
三側面 取組の状況 前期の指標 実績 

☐環境 

☐社会 

☐経済 

   

☐環境 

☐社会 

☐経済 

   

☐環境 

☐社会 

☐経済 

   

・「登録状況」を記載してください。 
・「取組みの状況」には，前回登録申請した際の重点的な取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してく
ださい。指標が未達成の場合は，その理由等も記載してください。 


